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この広報誌は赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

～主な内容～

◆ 令和２年度事業報告及び決算の概要

◆ 社会福祉協議会役員等紹介

◆ 赤い羽根共同募金

◆ 芦北町での認知症への取り組み

◆ 各種お知らせ ほか
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令和２年度 事業報告及び決算の概要

きずなの里において、令和３年6月3日に理事会が、6月22日に評議員会が開催されました。

両日とも令和２年度事業報告及び決算の審議が行われ、下記のとおり決定されました。

事 業 報 告
芦北町地域福祉活動計画に基づき、
次のとおり事業(活動)を実施しました。 決 算 報 告

Ⅰ 住民主体の地域福祉の推進

❑Ⅰ-１. 小地域福祉活動の推進
① 小地域福祉推進事業

❑Ⅰ-２. 地域福祉コーディネートの充実
① 水俣・芦北地域見守り活動推進事業

Ⅱ 地域福祉の担い手づくり

❑Ⅱ-１. 地域福祉活動推進員の育成
① 地域福祉活動推進員の設置及び育成

❑Ⅱ-２. ボランティア活動の理解とセンター機能の充実
① ボランティアセンター事業
② ボランティア協力校の指定及び福祉教育の充実

Ⅲ 安心して暮らせる地域づくり

❑Ⅲ-１. 自立した生活の支援
① 地域福祉権利擁護事業
② 共同募金運動の推進及び地域配分金事業
③ 福祉資金貸付事業
④ 生活困窮者等自立相談支援事業
⑤ シルバー人材センター事業
⑥ もやい直しセンター運営事業
⑦ 介護保険指定居宅サービス等事業
⑧ 芦北町高齢者生活福祉センター管理運営事業
⑨ 田浦福祉センター管理運営事業
⑩ 芦北町地域包括支援センター事業
⑪ 転倒骨折予防事業
⑫ 水俣病発生地域高齢者等在宅支援事業

❑Ⅲ-２. 災害時支援体制の整備
① 災害ボランティアセンター機能の充実
② 芦北町災害時避難行動要支援者避難支援計画

との連携

Ⅳ 地域福祉活動の基盤づくり

❑Ⅳ-１. 社協の機能・体制の強化
① 本所運営事業

❑Ⅳ-２. 広報・啓発活動の推進
① 広報紙・ホームページの充実

基本目標

基本目標

基本目標

基本目標

勘 定 科 目 決 算

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

会費収入 5,756,000

寄附金収入 3,201,000

経常経費補助金収入 49,009,086

受託金収入 98,839,992

貸付事業収入 30,000

事業収入 19,260,087

負担金収入 2,558,290

介護保険事業収入 102,160,344

障害福祉サービス等事業収入 692,526

受取利息配当金収入 11,211

その他の収入 2,153,789

事業活動収入計(１) 283,672,325

支
出

人件費支出 191,473,755

事業費支出 65,755,960

事務費支出 4,006,786

貸付事業支出 30,000

共同募金配分金事業費 6,608,995

助成金支出 2,931,000

負担金支出 45,000

流動資産評価損等による資金減少額 33,643

事業活動支出計(2) 270,885,139

事業活動資金収支差額
(3)=(1)-(2)

12,787,186

施
設
整
備
等
収
支

収
入

施設設備等補助金収入 0

施設設備等収入計(４) 0

支
出

固定資産取得支出 4,102,978

施設設備等支出計(５) 4,102,978

施設整備等資金収支差額
(6)=(4)-(5)

△ 4,102,978

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

事業区分間繰入金収入 0

拠点区分間繰入金収入 0

サービス区分間繰入金収入 0

その他の活動収入計(7) 0

支
出

積立資産支出 2,377,171

事業区分間繰入金支出 0

拠点区分間繰入金支出 0

サービス区分間繰入金支出 0

その他の活動支出計(8) 2,377,171

その他の活動資金収支差額
(9)=(7)-(8)

△ 2,377,171

予備費支出(10) -

当期資金収支差額合計
(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

6,307,037

前期末支払資金残高(12) 26,988,088

当期末支払資金残高
(11)+(12)

33,295,125

【法人総合計】（単位：円）
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ご理解・ご協力ありがとうございました
社会福祉協議会特別会費

社会福祉協議会役員及び評議員紹介

社会福祉協議会は、地域福祉を推進する団体であり、その活動に賛同いただ

いた世帯に一般会員としてご協力いただいていますが、今回、下記の施設、事

業所、企業等様に特別会員としてご協力いただきました。

ご協力いただいた特別会費は、芦北町の地域福祉向上のため活用いたします。

◆百崎内科医院 ◆くまもと芦北療育医療センター

◆有限会社平江商店 ◆宍倉税理士事務所

◆渕上電化綜合社 ◆株式会社トラスト

◆みつば学園 ◆紫おん福祉の家

◆芦北自動車 ◆湯浦保育園

◆ケアパーク ◆ハートケア熊本

◆五松園 ◆田の浦荘

◆吉尾デイサービス ◆永田商店

◆芦北クリニック通所リハビリテーションさくら

8月31日時点（順不同、敬称略）

任期満了に伴い役員等が変わりましたので、ご紹介します。(敬称略)

会長 内山 忠美

副会長 江島 茂松

理事 藤崎 正司

岩下 惠三

藤井 博

宮崎 祥子

監事 中原 豊德

早川 純一

評議員 永山 惠一

山本 恭永

宮本 タマヨ

山下 平四郎

岡部 惠美子

熊迫 敏子

白坂 フクミ

德尾 眞徹

任期：令和3年6月22日から令和4年度会計に

関する定時評議員会の終結の時まで

任期：令和3年6月22日から令和6年度会計に

関する定時評議員会の終結の時まで
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七夕飾りつけ交流
女島ゆめもやい緑地仮設団地みんなの家

7月6日(火)に、女島ゆめもやい緑地仮設団地みんなの家にて、湯浦小学校

児童の代表と団地住民による七夕飾りつけ交流がありました。湯浦小学校全

児童183名に書いてもらった短冊には「災害やコロナウイルスに負けないよ

うにしたい」「芦北町を幸せに暮らせる町にしたい」「笑顔がもどりますよ

うに」など力強い気持ちや願いが込められたメッセージが書かれており、そ

の短冊をひとつひとつ丁寧に飾りつけました。

▲みんなで書いたメッセージを飾りつけ

▲協力いただいた湯浦小児童

き
れ
い
に
飾
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

▲

主な仕事内容・・・

・草刈り

・草取り

・庭木の剪定

・施設管理

・施設清掃

・温泉施設清掃など

町内在住でおおむね60歳以上の健康
で働く意欲がある方ならどなたでも入
会できます。(入会金は年額2,220円に
なります。)
入会については随時受け付けており

ます。
まずは気軽にご連絡ください。

シルバー会員大募集！

◆日 時： 11月23日(火)
9：00～16：00

◆場 所：きずなの里

◆対 象：シルバー会員
入会希望者

◆参加費：無料
◆申 込： 11月18日(木)まで

剪定講習会のご案内

芦北町シルバー人材センターからの
お知らせ

【問い合わせ・申込先】芦北町シルバー人材センター ☎0966(86)0294



芦北町認知症ケアパス

芦北町では、「認知症になっても住み慣れた地域で安心して生

活できる」ことを目標に“認知症ケアパス”を作成し、町内医療

機関等での設置や認知症サポーター養成講座での配布を行い、活

用いただいています。

“認知症ケアパス”には、認知症についての基本的な知識や

知っておきたい制度・サービス等を紹介しています。また、状態

に応じた相談先や、いつ・どこで・どのような支援を受けること

ができるのか大まかな目安を示しています。

冊子が必要な方や詳しいことについては、お気軽に地域包括支

援センターまでお問い合わせください。

【問い合わせ先】芦北町地域包括支援センター ☎0966(86)2270

広報きずな ５

地域包括支援センター

高齢者とその家族のための身近な
相談窓口。地域の高齢者の方が安
心して住み慣れた地域で暮らせる
ようお手伝いをしている。

認知症初期集中支援チーム

認知症の方(疑いのある方)やその家
族を訪問し、住み慣れた地域で生活
するための支援を行っている。

お気軽に、ご相談ください

相談
する

認知症サポーター養成講座

認知症について学ぶ講座。
地域の方々が正しい知識を持った
認知症サポーターとなり、認知症
の方やその家族を温かく見守る応
援者になる。地域住民や学校など
から依頼を受け実施している。

認知症学習会

竹本医院 院長 森健一郎医師を講師に
お招きし、認知症になっても住み慣
れた地域で安心して暮らせるよう、
認知症を正しく理解し、早期発見早
期対応の必要性や予防について学ぶ。

認知症を学ぶ機会にぜひご活用ください

学ぶ

認知症を

認知症カフェしとらす

認知症の方やその家族、地域住民
など、どなたでも気軽に集える場。

場所：佐敷宿交流館桝屋

日時：毎月第3土曜日

14:00～16:00

認知症の人と家族の会たけのこ会

認知症の人やその介護者が集い、
介護をする上での出来事や悩みなど
を気軽に話せる場。

場所：きずなの里

日時：毎月第3水曜日(昼の部)

13:30～15:30

ホッとひと息、楽しい時間を過ごしませんか？

ひと息
ホッと



八
幡
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
新
し
く
購
入
し
た
健
康
器
具
を

活
用
し
た
機
能
訓
練
等
の
サ
ー
ビ
ス
も

提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
手
芸

や
書
道
、
ぬ
り
絵
等
ご
利
用
者
様
に
合

わ
せ
た
個
別
レ
ク
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
本
荘
の
花
壇
に
は
ご
利
用
者

様
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
植

え
て
く
だ
さ
っ
た
花
が
季
節
に
彩
を
添

え
、
ご
利
用
者
様
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

八幡荘

きずなの里

き
ず
な
の
里
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、温
泉
で
体
を

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

季
節
行
事
の
夏
祭
り
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
、水
ふ
う
せ
ん
釣
り
等

を
行
い
ま
し
た
。

思
う
よ
う
に
野
外
活
動
等
の
行

事
が
で
き
て
い
な
い
の
で
、今
回

は
雰
囲
気
だ
け
で
も
楽
し
ま
れ

て
い
た
よ
う
で
し
た
。

▲ 楽しかったよ。サイコーです

広報きずな 6

八幡荘デイサービス手芸部の皆さん
真剣なまなざしで一針一針丁寧に

縫っていきます

▲ ご利用者様とボランティアさんが手塩にかけて育てた花々です

▲ よか品物ば、もらいました ▲ 夏まつり定番の水ふうせん



香
典
返
し
及
び
一
般
寄
付

広報きずな 7

本
協
議
会
へ
次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、
心
温
ま
る
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
6
月
１
日

～

令
和
３
年
8
月
末
受
付
分

（
敬
称
略
）

一
般
寄
付

・
道
園
ヤ
エ
子

湯
浦
南

香
典
返
し

【
6
月
】

・
井
川

正
勝

女
島
西

（
故
井
川
キ
ヌ
エ
）

・
草
野

政
幸

国
見

（
故
草
野
シ
ゲ
子
）

・
松
下

義
信

八
幡

（
故
松
下

松
子
）

・
平
野
ア
サ
エ

田
浦
町
１

（
故
平
野

次
雄
）

・
澤
田
キ
ミ
エ

田
浦
町
２

（
故
澤
田

一
德
）

・
藤
井

房
野

平
生

（
故
藤
井

一
三
）

・
秋
崎

治
義

熊
本
市

（
故
秋
崎

益
枝
）

・
平
生

榮
子

平
生

（
故
平
生

秀
行
）

・
森
本

健
蔵

田
川

（
故
森
本
ミ
ツ
エ
）

・
前
田
ツ
ギ
モ

米
田

（
故
前
田

將
）

・
尾
崎

則
和

田
浦
１

（
故
尾
崎

吉
秀
）

・
向
川

恵
逸

大
尼
田

（
故
向
川
ヒ
デ
子
）

・
遠
山
と
み
子

計
石
東

（
故
岩
原
ト
エ
子
）

・
坂
本

富
雄

大
野

（
故
坂
本
キ
ク
エ
）

・
深
田
ひ
と
え

白
石

（
故
深
田

力
）

・
仲
田

景
二

白
岩

（
故
仲
田
三
重
子
）

・
向
田
き
よ
み

大
尼
田

（
故
向
田
ツ
ギ
エ
）

【
7
月
】

・
波
崎
ミ
チ
ヨ

海
浦
２

（
故
波
崎

洋
一
）

・
田
上
キ
ヌ
子

湯
浦
南

（
故
田
上

成
美
）

・
溝
上
由
紀
子

大
野

（
故
溝
上

誠
一
）

・
向
野

國
子

新
町

（
故
向
野

次
充
）

・
鶴
内

崇

乙
千
屋

（
故
鶴
内

博
之
）

・
福
島

俊
一

乙
千
屋

（
故
福
島

誠
子
）

・
川
野
ハ
ル
子

桑
原

（
故
川
野
九
州
男
）

・
溝
部
ユ
キ
子

芦
北

（
故
溝
部

健
一
）

・
吉
永

重
三

八
幡

（
故
吉
永
ミ
ツ
エ
）

・
倉
本
美
知
代

大
川
内
西

（
故
倉
本

弘
人
）

・
谷
口

正
治

波
多
島

（
故
谷
口

正
毅
）

・
野
田
ミ
チ
子

小
田
浦
５

（
故
野
田

敏
雄
）

・
寺
本

修
一

田
浦
町
２

（
故
寺
本
テ
ル
コ
）

・
門
池

三
則

湯
浦
東

（
故
門
池

實
）

・
立
道

一
則

向
町

（
故
立
道
セ
ツ
子
）

【
８
月
】

・
上
村

誠

田
浦
１

（
故
上
村
登
代
子
）

・
江
口

浩
一

井
牟
田
２

（
故
江
口
ヨ
シ
エ
）

・
川
元

登

田
浦
町
２

（
故
川
元
マ
ス
エ
）

・
荒
川

芳
子

大
野

（
故
荒
川

ヤ
ソ
）

・
宮
村

成
就

宮
浦

（
故
宮
村
ス
ミ
子
）

・
平
生

重
雄

平
生

（
故
平
生

重
子
）

・
塩
永

玲
子

芦
北

（
故
塩
永

博
英
）

・
宮
坂
タ
ツ
子

海
浦
２

（
故
宮
坂

敏
夫
）

・
福
嶋

敦
子

横
居
木

（
故
福
嶋

友
幸
）

・
須
崎

隆
行

平
生

（
故
須
崎

武
弘
）

・
鳥
居

國
子

湯
浦
南

（
故
鳥
居

康
信
）

・
横
尾

一
広

合
志
市

（
故
横
尾

京
子
）

・
濵
本

幸
広

小
田
浦
５

（
故
濵
本

江
）

・
東

史
子

本
町

（
故
東

苓
子
）

・
吉
田

清
子

小
田
浦
２

（
故
高
沢

定
）

・
江
口

泰
昭

小
田
浦
６

（
故
江
口

久
子
）

・
松
﨑

好
子

白
岩

（
故
松
﨑

忠
）

𥘉

『
広
報
き
ず
な
令
和
3
年
夏
号
』
に

記
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【問い合わせ先】芦北町地域包括支援センター 介護予防事業係 ☎0966(86)0294

最近、「運動をしなくなった」「歩くのにふらつく」「肩が上がらない」など感じ

ている方はいませんか？

介護予防事業係では、高齢者の方が楽しみながら、体を動かしていただける取り組

みをしています。参加者からは「膝の痛みを気にせず運動できた」「最後まで楽しく

運動できた」などの声をいただいています。

高齢者の方で興味のある方はぜひご参加ください。

◆日 時：毎月第1金曜日、第3月曜日 13：30～15：30

◆場 所：内野福祉センター（芦北町豊岡55番地1）

楽しみながら体を動かしたい方
ゲームセンターなどにもあるゲーム機
を使って、楽しみながら、頭と体が鍛
えられます。

しっかりと体を動かしたい方
ウォーキング器具などの専門の器具を
使いながら体が鍛えられます。

10月1日(金)～12月31日(金)まで、全国一斉に赤い羽根共同募金運動が実施され

ます。芦北町においても、行政区長を通じて戸別募金を実施します。

また職場での募金や個人での募金等、様々な形で受け付けております。芦北町の地域

福祉サービス向上のため、ご協力をお願いいたします。

【問い合わせ先】総務課地域福祉係 ☎0966(86)0294

※他にも寄付付き商品がございます。詳しくは下記へお問い合わせください。

売り上げの一部が募金されます

募金 の カ タ チ

▲きずなの里御休み処前
八幡荘、芦北町役場田浦支所

▲ポロシャツ ▲きずなの里内設置

「令和２年７月豪雨災害」の義援金も受け付けております。
熊本県共同募金会を通じて、被災された方々を支援するこをを目的に、
義援金の受付を行っています。


